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禪

耀

　

嬉
）

α

爭
徽
ゼ

る

綬
の

角
膜
清
澄

す

O
鯨
二

題

　

　
　

●
手
術
せ・

る

鰻
の

角
膜
清
澄
す

　

前
々

號
の

本
誌
で、

鰻
の

眼
窩
内
に

寄
生
す
る

線
蟲
の

事

を

報

告
す
る

塲
合、

其

線

蟲
を
取
出

す

爲、

腫
脹
せ

る

局
蔀
の

皮
膚
を

切

開

し
た

處
が
（

一

月
二

＋

七
日

手
術
） 、

其
後
程
な

ー、

施
術
せ

る

側
の

眼
の

角
膜
溷
濁
を
來

し、

其

症
状
は
、

該

報
交

起
草
當
時

　

　
　
　

　
　
　
も

の

四

月

中
旬
に

至

る

も、

獪
淌
滅
せ

ざ
る

旨
を
逑
べ

て

置
い

た
が
・

四

月
の

末
よ

り、
“

件
の

角
膜
は
、

択
第
に

溷
濁
の

度
を
減
少
し、

五

月
初

旬
に

入
て

盆
々

恢
復、

中

旬
に

及
ん

で

遽

に

全
く
清

澄
し

陀
。

但

し
是

等
の

觀
察
獄、

勿

論、

悉
く
肉
眼

的
に

な

さ

れ
髭

も

の

で

あ

る。

　

問
題
の

鰻
は

、

五

月
二

十
六

日

に
至

り、

突

然
タ

ン

ク

か

ら
姿

を

隱
し
艶

儘
、

今

獪
行

方
が

不

明
で

あ
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

石
井
重
美
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
…

　

　

●
鯨
二

題

　

　
　
の

　

　

　

　
　

の
　

つ
　

　

　

　
　

　
　

の
　

　

　
　

　

　

つ

　
　

コ

　

　
　

　
　

り
　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　
（

一
）

抹
香
鯨
の

潮
吹

孔

は

第
二

次
的
に

前

進
せ

し
も
の

な

り
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
…

今
の

鯨
類
は

殆
ど
凡
て

特
徴
と

し
て

著
し
く

後
方
に

暹
却

し
た

潮

吹
孔
ー

外
鼻
孔

1
を
有
す
る

。

唯
例
外
と

し
て

抹
香
鯨
が

あ
る

。

こ

の

鯨
で

は

切

り
立

つ

沈

岬
角
の

樣
に

高
く

突
き
出
し
て

居
る

吻

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
へ

部
の

前

端
に

近
（

潮
吹

孔

が

位
置
し
て

居
る

。

然
し
こ

の

位
置
は

外
部
か

ら

見
陀

位
置
に

過

ぎ

な
い

。

柔
軟
部
を
除
い

て

頭
骨
と
し

て

見
だ

外
鼻
孔

は

全
く

他
の

鯨
に

於
る

如

く

著
し

く

後
方
に

退
却

し
て

居
る

。

　°
一

謄
室
氣
を

呼
吸
す
る

脊
椎
動

物
が

水

中
生
活
を

營
む

様
に

な

零

る

と
外

鼻
孔
が

後
退
す
る

も
の

で

あ・
る

。

故
に

外

鼻
玲
 

位
欝
に

よ
つ

て

水
に

羇
す
る

縁
故
の

深

淺
を

ト

す
る

事
が

勘
來
る

。

予
は

是
に

暇
に

三

階
級

を
區
別

す
る

。

第
一

は

外

鼻
孔

が

頭
の

前
端
に

位
置
す

る

も
の

で
、

河

馬

及
鰭

脚
類
等
水
中

生
活

者
と
し
て

の

經

驗
が

ま

だ

淺
い

で

あ
ら
う
動
物

に

見
る

例
で

あ
る

。

第
二

は

外
鼻

孔
が

頭

の

前

方
で

は

あ
る

が

前
端
よ

り

は

幾

分

後

退
し
て

居
る

も

の

で
、

化

石
の

古
い

海
牛
類
や

同

じ
く

鯨
類
等
に

見
る

例
で

あ
る

。

第
三

は

外

鼻
孔
が

す
つ

と
後
方

に

退
却

し
て

居
る

も
の

で
、

今
目

の

海
牛

類
や

同

じ

く

鯨
類
等
最
も
永

く

深
く

水
に

馴
染
ん

だ

で

あ

ら
う

動
物
に

見
る

例
で

あ
る

。

斯
か

る

階
級

は

佐
石
の

腮
虫

類

に

於

て

も

識
溺

す
る

事
が

鼎冖
來

る
。

　
頭

骨
乏
し
て

見
拠

抹
香

鯨
の

外
鼻
孔

は

何

等
異
な
う

陀

事
も

な

く

第
三

階
級
に

屬

し
て

居
る

。

若

し

も
外

部
か

ら
見

だ

潮
吹

孔
が

第
蝸

家
的
に

初
め

か

ら

あ
の

位
置

ζ
あ
つ

だ

も
の

な

ら
ば

、

頭
骨

と
し
て

見
陀

外
鼻
孔
ま
で

が

化

石
の

古
い

鯨
類

の

様
に

前

方

に

あ

つ

て

然
る
べ

き
で

あ

る
。

故
に

抹
香
鯨
も
他
の

今
日

の

鯨
類
と
等

し
く
一

旦

は

外

部
か

ら
見

た

潮
吹
孔

ま
で

が

頭
骨
と

し

て

見
だ

外

鼻
孔
と
同

樣
に

後

退
し
て

居
だ

事

と

信
す
る
。

即
ち

外
部
か

ら

見

だ

潮
吹
孔
の

今
の

位
置

は

第
二

次

的
に

前
進
し
セ

も
の

で
な

ぐ
て

は
な

ら
漁
。

　
こ

の

第
二

次

的
の

前
進
は

切
り

立
つ

だ

岬
角
の

樣
に

高
く
突
き

出
し
て

居
る

吻
部
の

發
育
に

俘
つ

て

居
や

う
。

あ
の

形
な

ら
ば

吻

部
の

低
い

他
の

鯨
類
の

樣
に

潮
吹

孔

が

後
退
し
て

居
な

い

で

も

澤

由

で

あ
る

。

潮
吹

孔
の

第
二

次
的

前
進

と
い

ぷ

事

か

ち
推
せ

ば
、
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